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自動運航船 - 実用化に向けて

海友フォーラム 2022年度 第一回オンライン懇談会で講演（2/4)
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実用化への取組み

海事デジタル化

− NK Ship Data Center   - 外国船主も参加

− ISO 標準化：船内LAN 標準プロトコル, サーバー、船陸通信

− 日本舶用工業会 スマートナヴィゲーション研究会 現在第4期

日本

− MEGURI  2040
− e - Oshima
- e5 ラボ 電気推進船

EUROPE (2022/04/05  #3 International Autonomous Ships Summit より）

− YARA Birkeland
− ASKO
− 内陸運河
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海事デジタル化 － Ship Data Center (Class NK)
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船内LAN標準化 － ISOをリード 製品化も

ISO NO

16425 船内LAN装備指針

19847 データサーバー

19848 データ標準

23807 船陸間データ通信
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日本財団 MEGURI 2040 プロジェクト

無人運航船プロジェクトが第2フェーズへ～MEGURI2040における
実証実験 前・後編～ 2022.06.15
https://www.youtube.com/watch?v=XqhglnTZgjM 前編
https://social-innovation-news.jp/?p=1356 後編

https://www.youtube.com/watch?v=XqhglnTZgjM
https://social-innovation-news.jp/?p=1356
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MEGURI  2040 以外にも

 e – Oshima

 Ship of the Year 2019

 大島造船所 命名式顧客送迎用

 L x B x D (m) = 35.0 x 9.6 x 3.8  

 Vs, 航続距離： 10 Kt 、 6 nm        

 バッテリー駆動 600 KWh

 定員50名＋船員４名

 自動操船システム：MHIマリンエンジニアリ
ング “ Super Bridge X”

 e5ラボ

 旭タンカー、EXENO, 商船三井、三菱商事

 ピュアバッテリー内航タンカー「あさひ」
2022.03.30 竣工 https://e5ship.com/

 船舶の電気推進化（EV化）・デジタル化・
オートマ化

 航行、離着桟、荷役、停泊中の全てを陸上
から給電される電気で賄う次世代型ゼロエ
ミッション内航船

 62.0 x 10.30 x 4.70, 492 GT, 3,486 kWh

https://e5ship.com/
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日本船舶海洋工学会 令和4年春季講演会
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YARA Birkeland
- YARA（旧会社名 Norsk Hydro）
- 肥料会社、 一日100台のトラックを船に置き換える。

- Massterly (WilhelmsenとKongsbergの合弁会社）がオペレーション

- ZEROエミッション、 電気推進、バッテリー

- No Ballast、自動着離桟、自動係留

- ハッチカバーレス、自動 Loading / Unloading
- 要目

- 現在少人数で運航中、徐々に人数を減らし2024年か2025年には無人運航

- Remote Monitoring Center 

- https://www.youtube.com/watch?v=Y4RTJpxz9hM YARA計画

- https://www.youtube.com/watch?v=TYnOyRvfM_U Horten to Oslo

https://www.youtube.com/watch?v=Y4RTJpxz9hM
https://www.youtube.com/watch?v=TYnOyRvfM_U
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ASKO
 大手スーパー卸業 ASKO

 Emission free Battery Electric Autonomous Transportation Drone

 年間200万kmのトラック輸送を置き換え、CO2排出量5,000トン減

 ノルウェー最大のスーパー卸 ASKO、オスロフィヨルド両岸に倉庫

 毎日150台のディーゼルトレーラーがオスロフィヨルドを周遊移動

 電気トラックとオスロフィヨルド横断バイパスルートでCO2フリー、距離短縮

 67m L, バッテリーパワー1,846 kWh, 自動係留と自動充電システム（CAVOTEC)

 2022年6月26日 インドコチン造船所で2隻完工、運搬船に搭載、インド, アラビア
海、スエズ運河、地中海、ビスケー湾、英仏海峡、北海を経て8月9日ノルウェー、
ホルテンに到着。翌日、沈潜引き出し。

 最初の2年は有人試験運転、陸上設備との整合をとり、無人運転へ。2026年までに
完成

 オペレーター： Massterly (Kongsberg とWil.Wilhelmsenの合弁会社）
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ASKO

構想

https://www.youtube.com/watch?v=xaw1i82rSAw

 2022年6月26日引き渡し、at コチン造船所、インド

https://www.youtube.com/watch?v=9yp_-m2tvIg

 2022年8月9日 Horten, Norwayに到着、台船沈潜引き出し

https://www.youtube.com/watch?v=xaw1i82rSAw
https://www.youtube.com/watch?v=9yp_-m2tvIg
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Flanders （ベルギー）内陸水運

 河川と運河を組み合わせた全長1,357kmに及ぶ内陸水運システム

 船員高齢化、現在50歳代の老齢化が課題（日本では60歳代が課題）

 トラック輸送から船やバージ輸送に。CO2エミッション減。

 商用化進展について問い合わせ中。
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Outcome of the IMO MASS regulatory scoping exercise
2021-09-16_17 Autonomous Ship Virtual ExpoにおけるHenrik Tunfoss 氏講演より
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法制化と保険

 IMO Regulatory Scoping exercise
- 自動運航船に適用する条約要件について

MSCで検討

- 2021年5月 MSC103: 自動運航船に係るIMO
の諸規制の論点を整理し（Regulatory 
Scoping Exercise)が完了 (MSC/Circ.1638)

- 既存の条約要件と自動運航船に必要とされ
る要件に潜在的なGapがあること及び今後
の作業の優先順位について共通認識が得ら
れた。

- Henrik Tunfors: IMO MASS Working Group 
Chairman

- 日本からは、海技研 塩苅恵氏が参画、作
業分担

- Scoping Exercise 結果（2021年発表）

 GARD（世界一の海事保険会社）

- ノルウェー本社に問い合わせ中

 GARD Japan
- リスク研究はしているが、実際の商用
適用例は聞いていない。

- ノルウェーにおける自動運航実験では
それなりにかけているだろう。
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ありがとうございました

NAVIKA Consulting
代表 並川俊一郎

E-mail: Shunichiro.namikawa@icloud.com
Tel: +81 (0)90 8824 3631 (mobile)

mailto:Shunichiro.namikawa@icloud.com
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